
一
一

ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
が
い
か
な
る
起
源
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ

れ
た
か
を
論
じ
た
著
作
は
数
多
い
。
特
に
漢
訳
典
籍
を
駆
使
し
う
る
日
本

の
学
者
は
、
説
一
切
有
部
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
害
の
発
展
を
た
ど
る
こ
と
に

よ
り
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
発
達
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
木
村
泰
賢
『
小
乗
仏
教
思
想
論
』
は
そ
の
古
典
的
名
作
で
あ
り
、

ま
た
桜
部
建
「
倶
舎
論
の
研
究
』
「
第
一
部
」
の
簡
潔
で
し
か
も
明
解
な

論
述
は
、
研
究
者
に
多
大
の
資
益
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
原

始
経
典
か
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
ヘ
の
思
想
的
発
達
を
跡
づ
け
て
い
る
が
、
そ
れ

と
同
時
に
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
思
想
を
発
達
さ
せ
た
思
考
方
法
に
も
注
目
し
て

い
る
。
研
究
者
の
一
致
し
た
見
解
に
よ
れ
ば
、
ア
ピ
ダ
ル
マ
は
原
始
経
典

の
教
説
の
分
析
と
総
合
と
に
よ
っ
て
成
立
・
発
展
し
た
。
分
析
し
総
合
す

る
と
い
う
思
考
態
度
は
す
で
に
原
始
経
典
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。
福
原
亮

厳
『
有
部
阿
毘
達
磨
論
書
の
発
達
』
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
先
駆
と
な
る
漢

書
評
・
紹
介

甸
巨
員
国
営
己
画
Ｈ
Ｏ
ヨ
ョ
シ
弓
炉
ｚ
少
国
圃
“

ご
ミ
９
ｓ
ご
Ｑ
ミ
爵
口
§
食
尽
ミ
、
ミ
ミ

尋
⑯
乏
尋
ご
画
ミ
ミ
』
ミ
ミ
言
ミ
ミ
負浪

花
宣
明

パ
の
原
始
経
典
を
網
羅
し
て
い
る
。

、
以
下
に
紹
介
す
る
甸
匡
目
Ｂ
胃
。
ミ
ン
周
ン
ｚ
ン
二
面
（
渡
辺
文
麿
）
》
、
冨
・
’

８
、
ご
忌
菖
ａ
鳶
口
恩
里
。
、
ミ
、
ミ
ミ
善
恥
ご
罫
暑
亀
《
魚
菖
包
堅
ミ
ミ
言
ミ
ミ
亀

も
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
成
立
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
々
の
教
義

を
離
れ
？
教
義
が
語
ら
れ
或
い
は
討
論
さ
れ
る
と
き
の
論
理
の
構
造
に
光

を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
〆
思
想
は
あ
る
種
の
論
理
の
型
に
し
た
が
っ
て

表
わ
さ
れ
る
。
そ
の
論
理
の
型
の
変
化
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
原
始
経

典
か
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
ヘ
の
発
展
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
研
究
で
あ
る
。

こ
の
害
は
著
者
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
む
ぽ
．
ロ
．
『
－
１
ス
に
お
け
る
、
缶
・
尻
．

ミ
ン
言
一
）
観
興
博
士
の
も
と
で
の
研
究
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
・
》
本
書
の
随

処
に
は
ミ
ン
『
こ
）
同
尋
の
説
が
引
用
さ
れ
、
か
つ
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
本
書

が
彼
の
研
究
方
法
と
研
究
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
の
大
き
い
こ
と
を
物
語
↓
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
ミ
シ
召
）
国
露
は
本
書
の
冒
局
の
弓
Ｃ
ａ
を
書
い
て
い
る
。

本
書
は
二
部
十
二
章
か
ら
な
る
。

勺
ゅ
騨
胃
目
岸
５
○
Ｈ
揖
冒
旦
八
き
言
へ
蓉
魯
ミ
ミ
Ｓ
弓
巨
さ
、
○
℃
ぼ
く

」
。
門
口
芹
Ｈ
○
○
巨
○
陣
○
口

い
○
ロ
含
彦
①
甸
巳
ぐ
附
日
ぐ
昌
一
曽
①
ご
言
日
。
《
ｂ
琴
争
ミ
ミ
ミ
》

」
息
も

騨
目
言
の
○
○
口
ｏ
①
。
茸
○
画
ゞ
具
堅
守
言
輿
琴
ミ
ミ
鳶
ｓ
Ｐ
国
ロ
津
ｍ
ｏ
ｐ
Ｐ
Ｈ
四
‐

い

○
庁
①
儲
芦
ｍ
庁
］
○
印
一
も
。
」
・
』

吟
』
守
雪
皇
署
急
ミ
ミ
色
色
ロ
ユ
』
畠
蔓
夢
詞

切
目
画
①
⑳
ぐ
牌
臼
喜
騨
陸
闘
印
は
○
口
具
岑
邑
ミ
爵
包
め
‐

心

勺
Ｐ
耳
目
日
言
①
己
①
ぐ
巴
○
口
目
①
ロ
号
ｇ
汁
ロ
①
口
笛
ざ
困
巨
①
田
Ｏ
Ｈ
Ｂ

二
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口
月
面
①
旨
の
昏
○
・
昌
弓
獄
○
四
の
朋
呉
色
口
厨
］
侭
目
の
Ｐ
ｐ
Ｑ
ｇ
①

一
句
○
ｐ
Ｈ
、
忠
討
吾
畠
、
堂
詞
討
忠
言
国
富
ｓ

刃
冨
異
い
も
ロ
〕
困
旨
巴
Ｃ
口
の
い
は
○
口
の
騨
口
旦
邑
①
茸
巴
ｇ
‐
ロ
ロ
］
Ｐ
の

》
酔
目
曇
討
言
い
ｐ
ｐ
ｂ
尋
§
ご
弓
菖
冒
詐
計
固

１
Ｐ
｜
句
○
Ｎ
目
の
ｇ
罰
の
閑
○
冒
口
ぬ
ゅ
ロ
ロ
シ
員
昌
昌
①
ロ
庁
‐
’
｝
‐

八
Ｎ
己
．
Ｆ
ｏ
唄
。
巴
鈩
洞
昌
ロ
①
ロ
前
言
汁
固
①
己
酎
ざ
ぬ
ロ
①
（
望
量
零
）

旨
．
シ
Ｑ
ぐ
僅
口
ｏ
①
司
日
口
扇
Ｒ
Ｃ
目
＄
武
Ｏ
ｐ
ｍ
四
目
白
陰
口
の
急
①
勗
冒
唾
５

．
』
凸
篁
暑
割
・
喧
容
戟
琴
言
四
口
Ｑ
庁
ゴ
の
弓
銀
『
●
詠
画
．
富
尋
守
詞
堂
争
ゞ

］
い
○
○
口
○
冒
口
陰
○
口

第
一
部
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
の
起
源
と
そ
の
形
成
を
論
ず
る
。
著
者
は

§
ｓ
ミ
ミ
ｓ
《
の
語
義
の
検
討
か
ら
始
め
る
。
ガ
イ
ガ
ー
（
巨
・
ロ
．
弓
．
①
冒
‐

・
固
訶
“
、
ミ
ロ
冒
這
蒼
亀
》
后
巴
）
は
パ
ー
リ
経
・
律
の
中
の
§
ｓ
ミ
ミ
ｓ

ｊ

ｊ

ｊ

の
語
を
精
査
し
、
Ｉ
法
則
＄
法
（
両
①
。
耳
）
、
規
準
、
教
え
、
Ⅱ
教
え
、
Ⅲ

く

く

く

う

ｊ
ｊ
ｊ

真
実
、
最
高
の
実
在
、
Ⅳ
経
験
的
事
物
の
四
つ
に
分
類
し
た
。
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
の

く

く
く
く

分
類
は
相
互
に
関
連
し
て
い
て
理
解
し
や
す
く
、
学
者
の
間
に
も
異
論
は

ｊ

少
な
い
。
Ⅳ
に
相
当
す
る
§
邑
量
冒
邑
は
誼
・
処
・
・
界
に
含
ま
れ
る
色
法

く

一
心

な
ど
で
あ
り
、
切
口
目
冒
答
○
闇
が
員
吻
の
員
営
或
い
は
苫
ミ
さ
ｓ
と
定
義

し
た
き
ミ
ミ
弓
邑
で
あ
る
Ｂ
鈩
自
も
Ｐ
Ｕ
ｇ
澤
．
馬
）
。
こ
の
分
類
に
属

二

Ｆ

、

す
る
§
臼
冒
言
邑
に
っ
．
い
て
は
学
者
の
間
で
意
見
が
分
れ
る
。
固
・
Ｆ
シ
国
（
》
‐

弓
目
は
そ
れ
を
「
存
在
の
現
象
『
宮
①
ロ
。
自
習
の
こ
の
扁
凶
鼻
①
ロ
。
①
」
と
し
、

国
・
・
ぐ
．
Ｑ
Ｌ
ン
砿
画
ソ
屡
而
用
は
「
合
法
的
な
所
与
の
事
実
日
①
鴨
い
①
厨
①
目
勝
巴
‐

ぬ
①
唇
鮮
、
》
ず
①
昌
呼
罫
①
堅
一
と
し
、
の
、
尾
昌
自
詞
冒
、
園
属
目
は
「
存
在
の
要
素
」

と
す
る
。
ま
た
○
．
園
へ
）
醜
詞
曽
冑
｝
畠
は
、
存
在
を
構
成
す
る
要
素
の
背
後

ｌ

に
あ
っ
て
、
・
そ
れ
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
本
質
の
意
味
で
、
そ
れ
を
「
超

越
的
持
者
」
或
い
は
「
真
実
在
的
不
可
認
識
的
基
体
」
と
規
定
し
た
（
魚
．

桜
部
建
「
倶
舎
論
の
研
究
』
七
六
’
七
七
頁
）
。
シ
・
属
．
雪
シ
詞
一
）
』
舅
は
そ

の
著
冒
詩
。
冒
昌
。
富
ざ
、
ミ
《
（
ご
ｇ
）
息
良
§
雪
国
軍
昌
言
い
ミ
つ
胃
＆
．

己
ざ
）
に
お
ー
い
て
．
§
患
曽
営
阜
に
つ
い
て
論
考
を
重
ね
て
来
た
が
、
↑
《
ロ
冒
‐

日
日
曾
四
且
口
鼻
の
》
》
Ｑ
ｇ
冨
鳶
ミ
ミ
冒
蚤
ｓ
畠
、
言
き
め
§
言
．
く
○
｝
白
・
ゞ
ｚ
○
．

輿
患
。
）
に
お
い
て
一
つ
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。
即
ち
彼
は
今
問
題
に

し
て
い
る
§
掌
蒼
蒼
倉
を
《
冒
旨
ｏ
せ
の
』
と
理
解
す
る
。
彼
は
言
う
。

「
《
冒
冒
。
憧
①
』
と
い
う
語
は
基
体
（
の
号
、
冨
口
８
）
或
い
は
そ
れ
に
類
す

る
も
の
の
内
在
を
期
待
さ
せ
な
い
。
そ
れ
は
実
在
す
る
何
か
と
、
原
因
或

い
は
起
源
、
同
様
に
法
則
と
真
理
と
を
暗
示
す
る
。
：
・
・
：
そ
れ
は
一
一
カ
ー

ャ
の
中
で
見
ら
れ
る
§
霞
蒼
蒼
急
の
意
味
の
重
複
或
い
は
包
含
を
許
す
に

十
分
な
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
る
」
。
言
シ
詞
己
圃
訶
は
最
終
的
に
§
ミ
ミ
富
霞

の
意
味
を
①
号
。
耳
旨
①
、
②
同
旨
○
せ
◎
、
③
壱
農
罫
日
冒
。
ｓ
ｏ
胃
①

（
冒
昏
①
厨
８
吋
旨
唱
ｏ
）
の
三
つ
と
す
る
‐
Ｓ
鼠
冒
ご
団
員
§
詩
ミ
皆
。

８
．
）
。
本
書
の
著
者
は
笥
戸
詞
己
詞
国
の
説
に
従
い
、
‐
§
ミ
ミ
菖
倉
‐
に
⑩

曾
巨
岳
、
③
号
。
貸
旨
①
、
⑧
日
。
儲
昌
ｑ
、
・
㈹
冒
冒
。
管
の
の
四
義
を
認

め
る
。第
三
章
で
は
§
置
き
ミ
ミ
ミ
の
語
義
が
論
究
さ
れ
る
。
急
置
き
ミ
ミ
｝
昌

と
い
う
語
の
原
意
と
し
て
、
］
従
来
二
つ
の
説
が
あ
る
。
一
つ
は
§
雪
‐

§
§
惠
蚤
ｓ
を
胃
ｇ
ｏ
め
旨
○
口
巴
８
Ｈ
ｇ
○
尾
目
ゞ
と
解
し
、
邑
冨
ミ
言
ミ
ミ
ｓ
は

「
§
ｓ
零
§
鼠
に
つ
い
て
」
国
富
ミ
ミ
ミ
に
関
し
て
」
の
意
味
で
あ
る
と
す

る
も
の
で
、
○
員
畠
勇
》
に
始
ま
り
。
、
ロ
に
探
用
さ
れ
て
い
る
。
第
二
説

は
胃
①
筒
息
言
を
「
す
ぐ
れ
た
」
と
い
う
形
容
詞
に
解
し
、
§
迂
暑
ｓ
‐

蒼
蒼
ｓ
と
は
「
す
ぐ
れ
た
き
ミ
ミ
ミ
」
を
意
味
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は
パ
ー
リ
註
釈
家
の
解
釈
で
あ
り
、
、
胃
の
ｂ
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

胃
．
国
．
国
Ｏ
一
堂
弱
震
博
士
は
パ
ー
リ
経
・
律
に
見
ら
れ
る
昌
暮
嵐
言
ミ
ミ
曇
の

語
を
一
を
検
討
し
、
二
義
を
一
義
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
結

果
は
、
か
え
っ
て
こ
の
語
が
二
義
の
間
を
揺
動
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
》
桜
部
建
博
士
は
、
国
○
詞
凶
』
嶌
訓
‐
が
検
討
し
て
「
す
ぐ
れ

た
き
ミ
ミ
》
こ
」
と
理
解
し
た
昌
專
量
言
ミ
ミ
窪
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
‐
そ

れ
ら
を
「
す
ぐ
れ
た
き
含
冒
蒼
直
と
理
解
す
今
へ
き
必
然
性
は
無
く
、
む

し
ろ
「
法
に
関
し
て
」
と
理
解
す
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
と
結
論
し
て

い
る
。
息
言
§
§
患
ミ
魯
毒
§
言
な
る
合
成
語
と
し
て
現
わ
れ
る
三
例
（
富
．

園
田
房
シ
白
目
』
Ｓ
』
目
胃
．
ぢ
ご
に
お
い
て
も
桜
部
博
士
は
同
様
に
考

え
、
§
言
§
ミ
ミ
ミ
寺
員
言
は
き
ｓ
量
胃
邑
寿
§
富
と
同
義
で
あ
り
、
「
法

に
つ
い
て
の
談
論
」
を
意
味
す
る
と
す
る
。
本
書
の
著
者
の
理
解
は
微
妙

な
立
場
に
あ
る
。
著
者
は
息
萱
§
ｓ
冒
蒼
Ｐ
の
語
源
的
意
味
は
司
言
ミ
ミ
亀

に
つ
い
て
」
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
原
始
経
典
の
中
で
は
炉
す
で
に
ア

ピ
ダ
ン
マ
の
名
の
も
と
に
§
ｓ
ミ
ミ
鼠
に
つ
い
て
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お

り
、
「
仏
陀
と
そ
の
弟
子
達
は
ア
ピ
ダ
ン
マ
と
い
う
語
の
う
ち
に
、
一
つ

の
哲
学
的
概
念
を
形
成
し
て
い
た
」
と
著
者
は
言
う
。
こ
の
よ
う
で
あ
る

か
ら
、
↑
原
始
経
典
に
現
わ
れ
る
息
言
§
急
爵
蒼
亀
の
語
は
、
「
法
に
》
つ
い

て
」
で
は
な
く
、
「
法
の
深
い
意
味
或
い
は
哲
学
的
意
味
の
理
解
」
『
の
意

味
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
原
始
経
典
で
は
法
の
研
究
は
、
⑩

法
の
定
義
、
②
あ
る
法
と
他
の
諸
法
と
の
関
係
の
把
握
、
③
法
の
分
析
、

㈹
法
の
分
類
、
⑤
法
の
配
列
、
と
い
う
五
点
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
と
著
者

は
言
』
フ
。

、
第
四
章
に
お
い
て
著
者
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
蔵
あ
る
い
は
ア
ビ
ダ
ル
↓
、
諭
書

の
起
源
と
し
て
、
ミ
ミ
《
颪
に
注
目
す
る
。
胃
§
颪
が
ア
ピ
ダ
ル
マ
蔵
の

原
型
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
＠
員
（
豊
記
に
始
ま
り
、
多
く
の
欧
米
の

研
究
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ン
ご
）
緯
壼
も
こ
の
説
を
と
る
。
日
本
の

学
者
の
多
く
は
こ
の
説
は
否
定
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
》
墓
ミ
さ
は
教

説
・
教
義
の
項
目
で
あ
り
、
教
説
・
教
義
の
総
合
よ
り
生
じ
て
来
た
も
の

で
あ
↓
亀
他
方
ア
ピ
ダ
ル
ー
、
は
総
合
と
と
も
に
分
析
を
も
そ
の
特
徴
と
す

る
。
ま
た
ミ
ミ
胃
が
第
三
の
蔵
の
原
型
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
が
雪
昌
‐

募
割
蔵
と
呼
ば
れ
ず
に
ア
ピ
ダ
ル
マ
蔵
と
呼
ば
れ
た
の
は
何
故
か
と
い

う
問
題
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
こ
こ
で
も
ミ
ン
謁
三
）
室
に
従
っ
て

い
る
。
．
「
現
時
点
で
ご
畠
忌
言
い
を
ア
ピ
ダ
ン
マ
蔵
と
み
な
し
え
な
い
が
、

ア
ビ
ダ
ン
マ
蔵
の
の
冒
哩
①
ざ
Ｈ
Ｂ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
「

事
実
そ
の
よ
う
な
蒼
曾
言
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ビ
ダ
ン
マ
諭
書
（
特
に
上

座
部
と
有
部
の
有
名
な
七
論
）
の
核
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
」
と
著
者

は
言
う
。

こ
の
よ
う
な
見
通
し
に
立
っ
て
、
第
五
章
で
著
者
は
、
組
織
化
さ
れ
た

ミ
ミ
募
冒
群
の
原
初
の
形
と
そ
の
発
展
を
追
い
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
蔵
へ
の
発

展
を
あ
と
づ
け
よ
う
と
す
る
。
著
者
は
ミ
ミ
言
い
を
目
七
覚
支
・
三
十

七
道
品
、
目
修
行
の
階
梯
に
関
す
る
も
の
、
匂
存
在
の
分
析
に
関
す
る
も

の
に
分
類
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
原
始
経
典
に
お
け
る
次
の
如
き
法
の
研
究

か
ら
生
じ
た
と
言
う
。
即
ち
、
帆
三
十
七
道
品
を
七
覚
支
と
し
て
総
合
す

る
、
②
修
行
・
禅
定
の
段
階
を
定
め
る
、
③
溌
処
界
な
ど
を
分
析
分
類
す

る
、
㈹
討
論
の
対
象
と
な
る
８
宮
。
を
集
め
る
、
⑤
ミ
室
（
三
者
一
具
）

と
§
言
（
二
者
一
具
）
を
分
析
配
列
す
る
、
⑪
因
果
と
認
識
の
理
論
を

研
究
す
る
。
こ
の
六
種
の
仕
方
で
弓
§
尋
身
が
組
織
化
さ
れ
、
ア
ビ
ダ
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第
二
部
で
は
原
始
経
典
と
ア
ビ
ダ
ル
｜
マ
に
見
ら
れ
る
問
答
・
討
論
に
お

け
る
論
理
の
形
を
分
析
し
、
原
始
経
典
か
ら
ア
ピ
ダ
ル
マ
ヘ
の
進
展
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
本
書
の
目
的
と
独
自
性
は
こ
の
第
二
部
に
あ
る
。

仏
陀
の
説
法
は
幾
多
の
機
類
に
応
じ
て
な
さ
れ
、
そ
れ
故
そ
の
説
法
は

多
種
多
様
で
あ
っ
た
。
聞
法
者
の
中
に
は
仏
陀
あ
る
い
は
仏
弟
子
に
質
問

す
る
者
も
あ
り
、
ま
た
弟
子
相
互
間
で
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
仏
教
聖
典
中
、
そ
の
成
立
が
最
も
古
い
と
推
定
さ
れ
る

曽
ミ
ミ
、
ミ
ｓ
の
中
に
「
ア
ジ
タ
青
年
質
問
経
」
な
ど
の
多
く
の
質
問
経

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
教
え
に
対
す

る
問
答
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
発
達
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
は
疑
問

の
余
地
が
な
い
。
著
者
は
原
始
経
典
に
お
い
て
呂
昌
○
唱
①
の
発
達
を
も

た
ら
し
た
原
因
と
し
て
、
①
イ
ン
ド
古
代
に
官
匡
ざ
号
噌
威
信
の
習

慣
が
あ
り
、
討
論
・
論
争
が
自
由
に
行
わ
れ
る
環
境
が
あ
っ
た
こ
と
、
②

仏
陀
自
身
が
偉
大
な
８
９
前
門
で
あ
一
つ
た
こ
と
、
③
仏
陀
が
弟
子
達
に
正

し
い
討
論
の
仕
方
を
教
え
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
教
義
に
つ
い
て
の
問

答
は
原
始
経
典
に
お
い
て
一
つ
の
型
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
即
ち
、
㈹
決

定
的
に
解
答
さ
る
、
へ
き
問
い
、
②
分
析
し
て
答
え
ら
る
、
へ
き
問
い
八
⑧
反

問
に
よ
っ
て
答
え
ら
る
べ
き
問
い
、
側
捨
置
さ
る
ゞ
へ
き
問
い
と
い
う
四
種

の
、
§
言
ご
尋
ミ
ｓ
§
で
あ
る
。

捨
置
さ
る
雫
へ
き
問
い
と
関
連
し
て
、
第
七
章
で
著
者
は
「
四
句
分
別
」

ン
マ
哲
学
が
確
立
さ
れ
て
行
っ
た
。
組
織
化
さ
れ
た
ミ
ミ
静
爵
の
原
初

の
形
は
七
覚
支
で
あ
る
と
著
者
は
言
う
。

三

に
関
説
し
、
四
句
分
別
の
先
駆
が
六
師
外
道
の
一
人
サ
ソ
ジ
ャ
ャ
・
ヴ
ェ

ー
ラ
ッ
タ
プ
ツ
タ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
八
章
で
は
原
始
経
典
に
お
け
る
ア
ピ
ダ
ル
マ
的
思
考
の
発
達
に
と
も

な
い
、
営
導
ｓ
と
い
う
語
の
受
け
た
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
来
、
Ｈ
ｇ
‐

切
○
昌
品
）
を
意
味
し
て
い
た
曽
諄
ｓ
の
語
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
的
思
考
の
発
達

に
と
も
な
い
、
外
道
が
行
な
う
「
誤
っ
た
Ｈ
①
儲
○
昌
揖
」
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
真
理
即
ち
四
諦
と
縁
起
の
理
法
に
う
ら
づ
け

ら
れ
た
３
閉
○
昌
侭
を
§
ミ
ミ
ご
§
尋
言
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

第
九
章
で
著
者
は
原
始
経
典
に
み
ら
れ
る
Ｈ
ｏ
儲
○
昌
侭
と
自
彊
旨
の
具

の
型
を
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
⑩
原
始
経
典
の
思
考
方

法
は
主
と
し
て
矛
盾
律
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
論
理
的
な
見
地
か
ら
は
同

一
律
は
矛
盾
律
と
等
し
い
。
し
か
し
原
始
経
典
で
は
強
意
的
な
肯
定
表
現

を
さ
け
、
二
重
否
定
の
表
現
が
多
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ド
グ
マ
的
な
肯
定

を
さ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
二
重
否
定
の
表
現
は
、
㈹
苫
亀
ｓ
言
這
宰
昌

昔
昌
冒
皇
、
⑪
富
Ｏ
Ｓ
‐
蒼
察
菖
昌
尋
尋
ａ
、
㈱
富
急
一
角
急
‐
§
蒼
蒼
ミ
ミ
と
い
う
三

型
に
収
約
さ
れ
る
。
②
原
始
経
典
に
お
け
る
胃
唱
目
①
昌
一
の
型
の
特
徴

は
、
一
連
の
仮
言
記
述
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
連
鎖
式
（
い
○
昌
①
⑩
）
に
あ
る
。

③
も
う
一
つ
の
特
徴
は
二
者
択
一
的
判
断
（
巴
冨
目
色
は
ぐ
①
言
揖
の
目
の
具
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
外
道
と
の
対
論
に
お
い
て
、
或
い
は
正
し
い
教
義
の

選
択
に
お
い
て
、
ま
た
冒
豊
言
堕
の
配
列
に
お
い
て
有
効
で
あ
っ
た
。

い
、
⑨
の
特
徴
は
罰
員
冨
ご
員
誉
↑
に
よ
く
受
け
継
が
れ
、
仮
言
三
段
論

法
言
弓
○
苫
①
辻
。
呂
望
冒
唱
鮠
日
切
）
と
い
う
形
式
化
さ
れ
た
論
法
の
多
用

を
見
る
に
至
っ
て
い
る
。
⑥
、
③
の
論
法
は
己
言
ミ
ミ
目
§
増
ミ
や
胃
‐

ミ
曇
寶
に
受
け
継
が
れ
、
特
に
冒
喜
昌
言
に
お
い
て
は
多
数
の
二
者
択
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一
的
命
題
（
旦
言
目
色
往
く
の
冒
名
。
、
登
○
コ
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
章
に
お
い
て
は
原
始
経
典
の
対
論
に
注
目
し
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ

る
論
法
を
分
析
し
、
そ
れ
を
論
理
式
で
表
わ
し
て
い
る
。
原
始
経
典
に
見

ら
れ
る
対
論
で
は
、
目
×
。
（
ご
〕
吾
ｃ
芽
。
胃
皀
晩
筥
（
〕
四
“
目
印
が
多
用
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
己
Ｕ
Ｐ
字
胃
目
。
の
』
ぬ
の
型
を
と
る
。
こ
れ
と
等
価
の

ム
Ｕ
‐
字
幸
彦
①
夛
９
．
全
Ⅷ
ま
た
は
も
く
（
］
》
固
冒
扁
一
〕
Ｃ
Ｏ
》
Ｐ
ま
た
は
‐
言
・

‐
ｅ
・
穆
胃
国
８
』
〔
』
の
型
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
Ｐ
目
巴
。
喝
（
類
推
法
）

や
：
ｇ
ｏ
は
く
①
Ｈ
①
儲
○
昌
凋
（
演
緤
法
）
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
縁

起
の
法
に
熟
達
し
た
仏
弟
子
達
は
目
×
＆
ご
冒
昏
①
武
。
巴
望
室
。
鳴
日
の

や
宮
門
①
ご
冒
昏
①
胃
巴
遇
冒
唱
の
目
印
を
容
易
に
駆
使
し
え
た
で
あ
ろ

う
と
著
者
は
言
う
。

第
十
一
章
で
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
対
論
を
分
析
す
る
。
著
者
は

肉
ミ
ミ
ミ
ミ
胃
の
曹
聡
ミ
ミ
ミ
言
と
『
識
身
足
論
』
の
「
補
特
伽
羅
穂
」

を
取
り
あ
げ
、
》
そ
こ
に
見
ら
れ
る
我
の
存
在
を
め
ぐ
る
論
争
を
分
析
し
、

論
理
式
で
表
わ
す
。
尉
員
言
ご
曼
言
の
、
篭
聡
昌
皇
員
冒
の
論
争
は
複

雑
で
あ
り
、
議
論
を
追
う
の
に
骨
が
折
れ
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
が
採
っ

た
方
法
は
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
、
塁
麗
員
§
員
言
に
は
①
凶
⑳
‐

計
①
ロ
詐
巴
凸
巨
四
口
庁
冨
。
Ｐ
茸
○
口
目
（
ｘ
）
蜀
瀦
ル
」
ロ
国
冒
①
吊
己
Ｐ
皀
口
口
武
印
。
ゅ
辻
○
口

‐
（
国
ｘ
）
国
ｘ
と
が
現
わ
れ
、
ま
た
目
貫
且
ご
冒
昏
①
胃
昌
望
冒
唱
め
目
の

で
は
も
Ｕ
Ｐ
１
Ｆ
彦
①
冒
○
①
｝
も
と
い
う
。
⑦
ロ
琶
口
砺
昏
の
四
国
儲
８
］
昼
①
鼻

の
型
が
多
用
さ
れ
、
‐
ｅ
・
‐
ｅ
』
ロ
胃
邑
ｏ
の
》
ｐ
の
型
も
現
わ
れ
、
論
法
の

『

、

発
展
を
し
め
し
て
い
る
。
続
い
て
著
者
は
「
補
特
伽
羅
調
」
を
訳
出
し
、

そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
対
論
を
論
理
式
で
表
わ
す
。
「
補
特
伽
羅
穂
」
に
み

ら
れ
る
対
論
は
菅
一
路
員
皇
昌
言
の
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
が
、
論
理

上
の
技
術
は
劣
っ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
は
ｂ
Ｕ
皇
ま
た
は
ム
Ｕ
も
の

型
が
多
用
さ
れ
る
が
こ
の
型
は
縁
起
の
順
観
と
逆
観
に
熟
達
し
た
者
は
容

易
に
使
用
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
著
者
は
言
う
。

以
上
の
如
く
に
、
原
始
経
典
か
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
ま
で
に
見
ら
れ
る
教
義

問
答
・
対
論
に
用
い
ら
れ
る
論
理
の
構
造
を
分
析
し
て
来
て
、
著
者
は
次

の
如
き
結
論
を
得
て
い
る
。
即
ち
、
仏
典
中
の
教
説
・
議
論
の
特
徴
は

否
定
の
構
造
に
あ
る
。
こ
の
否
定
構
造
は
仏
陀
自
身
の
否
定
的
思
考
法

（
ロ
の
恩
威
ぐ
①
君
昌
ｇ
昏
旨
冒
侭
）
に
よ
っ
て
く
る
。
仏
陀
は
否
定
的
思

考
法
に
よ
っ
て
自
由
を
求
め
、
真
理
を
追
求
し
、
人
間
を
探
求
し
た
。
四

諦
や
縁
起
、
無
我
、
智
慧
、
そ
の
他
の
仏
教
の
教
理
は
仏
陀
の
否
定
的
思

考
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
仏
陀
の
こ
の
思
考
方
法
を
見
な
お
す
こ
と

が
、
「
仏
教
思
想
の
発
達
を
実
際
に
跡
づ
け
る
た
め
の
唯
一
の
方
法
で
あ

る
」
と
著
者
は
言
う
。

四
諦
な
ど
の
仏
教
の
個
為
の
教
義
が
仏
陀
の
否
定
的
思
考
方
法
ｌ
そ

れ
は
本
書
に
よ
っ
て
十
分
に
究
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
ｌ

と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
仏
教
の
個

友
の
教
義
の
う
ち
に
仏
陀
の
否
定
的
思
考
方
法
が
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ

れ
て
い
る
か
は
、
本
書
の
取
り
扱
う
問
題
で
は
な
い
。
シ
・
炭
．
急
』
畠
］
二
当
《

が
本
書
の
蜀
○
罵
君
○
ａ
で
述
ゞ
へ
て
い
る
如
く
、
こ
れ
は
著
者
自
身
に
残
さ

れ
た
問
題
で
あ
る
が
同
時
に
研
究
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
題
で
も
あ
る
。

（
三
○
は
蚕
一
団
胃
昌
］
・
鞭
三
四
の
叩
．
ｂ
色
冒
》
胃
④
的
頚
禺
毛
．
ｘ
畠
ｌ
騨
含
．
国
‐
旨
①
届
罪
．
司
切
『
ｌ
）
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